
⽒　名 ⼩林　⽟季

1. 国（地域）名︓シンガポール

留 学 先

3. プログラム（コース）名︓GEM Trailblazer

留学期間

帰国⽇

留学費⽤

語学⼒

語学⼒（つづき）

1. どのような準備をしましたか。
⽇頃から動画や映画などで英語のリスニング⼒とスピーキング⼒を⾼めようとしていました。

2. 出発時点のＴＯＥＦＬ等の公的試験の最終得点は、何点でしたか。
試験の名称︓（　IELTS 　　　　　　　　）
スコア︓　（　　　　　　6.0　　　　　　　　　　）点
3. 現地⽣活を開始した当初についてお尋ねします。
①⽇常⽣活の⾯で外国語能⼒は⼗分でしたか。
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②⽇常⽣活でおおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　　（ 　　6　　 ）ヵ⽉ぐらい
4. 現地での⼤学の授業を受け始めたとき、外国語能⼒は⼗分でしたか。
4-1. ①授業を聞いて理解したり、発⾔やプレゼンテーションする場⾯︓
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②授業でおおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　　（　6　  ）ヵ⽉ぐらい
4-2. ①授業の準備で⽂章を読んだり、レポートを書く場合︓
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②おおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　（ 　　6　 ）ヵ⽉ぐらい

2. 機   関   名︓ナンヤン⼯科⼤学

　　　　　2022　　年    　8　   ⽉　　〜     2023    年     5   ⽉   （合計   　　　10     か⽉間）

　　　　2023　　　年      5　　 ⽉      13　 ⽇
1. 留学にかかった総費⽤︓約（      　　　110万　　　　　      ） 円
2. 留学費⽤を負担した機関等を選んでください。（複数選択可）
　□受⼊機関　　☑九⼤　　☑JASSO　　□奨学財団　　　□私費
　□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. 上記私費以外を選択した場合、助成、奨学⾦等の名称︓
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⽉額︓約 （  　　　　          ）  円
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事前⼿続き（ビザ申請など）

ビザ

その他の事前準備

授業内容

Explorations in A.I. Generated Art 3 4

Cinematic Concepts and Motion Capture Applications 3 4

Writing For Film 3 4

Creative Producing for Film and Media 3 4

Design and Systems Thinking 3 4

Media Art Nexus 3 4

1. あなたが履修した科⽬の概要・内容などを具体的に教えてください。
　　　　　　　（授業科⽬名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（週当たり時間数)(取得単位数）

1.　ビザの申請時期は︖
               　   出発前　　       ⼊国時　           その他（　　　⼊国後1ヶ⽉以内　　　　　　　）
2.　取得したビザの種類はなんですか︖　（　　　　　　　　学⽣ビザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3.　ビザの申請先はどこでしたか︖
　　　　（　　　　　　ICA(シンガポール移⺠局)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
4.　ビザ取得までの所要⽇数は︖　　　　　（　　　　20　　　　）⽇
5.　申請に必要な書類を教えてください。
パスポート、申請書類（オンライン上で⼊⼒可能）、健康診断証明書（⼊国後、留学先⼤学で案内あり）

6.　⼿続き⽅法　　　☑オンライン申請　　□窓⼝申請　　　□郵送申請　　□代⾏申請

・⼿続きするにあたり注意すべき点、困ったこと等があれば教えてください。
留学先⼤学から取得までの案内があるので、あまり⼼配する必要はない。

その他、済ませておきべき準備があれば記⼊してください。（現地での現⾦調達準備、携帯電話購⼊、荷物運
送など）
基本何でも揃うし、SIMカードなども現地で準備できるので、特に準備は必要ない。お⾦に関しては、私は海外
ATMで引き出しができるデビットカードを持っていったが、他の留学⽣は現地で銀⾏⼝座を開設していた。）

留学時に関しての質問

履修登録・単位認
定

1. 出発前に履修登録はできましたか。（             はい　　          いいえ）
2. 到着後の履修科⽬の変更・追加はできましたか。
　　　　　　　　　　（  　　　　　 はい 　           　 いいえ  ）
　　「はい」の場合、どのような⽅法で変更・追加しましたか。
       □窓⼝　　　□電話　　 □FAX　　☑インターネット　　 □郵送  　□メール
       □その他︓（   　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

3. ⼀学期あたりの履修科⽬・単位数は︓（　　　4　　） 科⽬　　（　　16　   ） 単位
　　　　　　　（  　　　ちょうど良かった 　　　　 ）
4. 履修登録に関するカウンセリング等はありましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　（  　　　　 はい 　 　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、具体的にどのようなものでしたか。

5. 留学先での単位認定はありましたか。（ 　　　　　　 はい   　　　　　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、認定された科⽬・単位数︓ （ 　　　　　）　科⽬（  　　　　　） 単位
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学内施設・環境等

③ 図書館   （☑利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

④ 運動施設  　（☑利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

⑤ 学⽣⾷堂  　（☑利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

⑥ クリニック/ヘルスセンター
 　              　（☑利⽤しやすい 　□ 普通   □利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

⑦ 学内通信環境    （☑利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓学内はwifiが完備されているので、困ったことは無い。

④試験︓留学先の学部（ADM）の授業では基本試験はなく、最終課題の提出という形でした。

1. International Office のサポート体制
       （□利⽤しやすい 　☑普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
具体的に︓⼤学webサイトで予約をとり、相談やトラブルシューティングのためにオフィスに⾏っていました。

2. 留学先⼤学の教員のサポートについて（コミュニケーションはうまくとれていましたか︖）
具体的に︓問題なく取れていました。教授は「何かあれば遠慮なくメールして」ともよく⾔っていました。

3．各学内施設の使いやすさについて記⼊してください。また、利⽤可能時間や具体的な利⽤⼿続き⽅法をそ
れぞれ記⼊してください。
① ⼯房　　　（☑利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

② プロジェクトルーム、研究室などの作業スペース
　　　　　　　　（☑利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

・語学⾯の習得に努⼒した点や、専⾨分野での進歩につながる点などを記述してください。
授業を通じて、同じ学部の友⼈と会話する機会をたくさん得たので、英語のスピーキング⼒とリスニング⼒が著しく
伸びました。専⾨分野では制作課題が芸⼯よりも多かったので、制作する上での実践的なスキルが⾝につきまし
た。

2. 学年暦（学期・休暇）と現地での授業スタイル、予習・復習、試験等の準備について具体的に教えてくださ
い。
①学年暦︓授業開始/終了⽇を教えてください。
 　   Semester   　Ⅰ（　　　8⽉　　　-　11⽉　　　　　）  Ⅱ（　　　1⽉　　　-　　4⽉　　）
　    Quarter　 　　Ⅰ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅱ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）
    　　　　　　　 　 　Ⅲ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅳ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）

②授業スタイルはどのようなものでしたか︖
　　　　講義　　　　　　演習　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　１クラス⼈数　　（　　16　　　　）⼈
　　気づいたこと︓少⼈数で質問しやすく、教授から丁寧に教えてもらえます。また留学先の学部（ADM）では
交換留学⽣が少なかったので、どのクラスでも留学⽣の私が珍しい存在で、名前を覚えてもらいやすく友達も作り
やすかったです。
③予習・復習について︓毎回授業課題が出ていたので、⾃然と予習復習をするようになっていました。
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交通事情と留意点

居住環境

（⽣活費の内訳/⽉平均）

⽇本から持参した⽅
がよいもの（PCや変
圧器の要不要も）

お⾦の管理や受け
取りについて

スポーツ⽤品、シューズなど（放課後などスポーツをする⼈が多いので。）

銀⾏⼝座は開設しましたか　（　   　    はい    　　       いいえ　）
・どのような⼿続きが必要でしたか︖

・その他、使い勝⼿の良い⽅法があれば教えてください。

　　　寮︓（　　2　　　　） ⼈部屋、　　　　　     ホームステイ
　　　⺠間アパート　      その他（   　　    　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　）
・住居はどのようにして探しましたか。
⼤学から⼊寮に関する案内が来るので⼼配なし。

⽣活費（⽉額）

⽣活費計（　　　9万　　　　　）円/⽉

住居費︓約（　　　4万　　　　　）円、　光熱⽔料︓約（　　　0　　　　　　　）円
⾷  費︓約（　　　5万　　　　　）円（外⾷の⽬安は 　　　2000　　  円/回）

通信費︓約（　　　　1500　 　　）円（現地および⽇本の携帯電話、インターネット)

交通費︓約（　　　2000　　　　）円、

その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）︓約（　　　　　　　）円

学費･寮費以外に⼤学へ納⼊するもの（あれば）　（　　　　0　　　　　　　　）円/⽉
（徴収された費⽤の名⽬を具体的に︓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4. ⼤学内は安全でしたか。
                 　（ □九⼤より安全 　 ☑九⼤と変わらない 　 □あまり安全ではない  ）
・あまり安全ではないと感じた点は、どんなところですか
無い。
・学内で安全について特に気をつけていたことはありますか。
落とし物をしないこと。

1. 通学などに関しての交通事情や留意点について記⼊してください。
キャンパス内の寮に住めるし、キャンパス内にはフリーバスが⾛っているので問題なし。

医療事情

1. 渡航前、海外留学⽣保険には加⼊しましたか　（  ☑した  　□しなかった）
加⼊した保険名︓（　学研災付帯海外旅⾏保険　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

保険料︓約 （　　　10万円　　　　　　） 円

2. 渡航先の医療保険には加⼊しましたか　（　□した　☑しなかった　□強制加⼊）

保険料︓約 （　　　　　　　　　　　　） 円
・留学先の医療情報︓
学校内に病院もあるので、何かあればかかることができる。
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通信事情

インターンシップ

その他

留学の感想

今後の進路予定

2016年12⽉芸⼯作成

2.　留学先での⽣活全般に関することで、困った点や改善してほしかった点、またそれに対する改善案があれば、
記⼊してください。
特にありません。

　　　就職　　（　　2024　年　　4　⽉）から
　　　⼤学院進学
　　　　（　　　　年　　  ⽉）から　（　　　　　　　　⼤学　　　　     　　　　　　　　学府/研究科）
　　　その他　（具体的に︓　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

インターンシップに関する情報はありましたか
　　　　（　  　はい  　　  　いいえ　  　  　わからない　）
・具体的な情報があれば教えてください。

課外活動・学外交流などについて実践したことがあれば、記⼊してください。
放課後に寮のバレーボールセッションによく参加していました。そこで⼈脈ができ、冬休み期間に開催された寮対抗
スポーツ⼤会にも参加でき、さらに友⼈ができ、最⾼に楽しい時間を過ごせました。

帰国後に関しての質問

1.   留学したことによる成果と課題を教えてください。
①成果
⽇本の外で、英語という⾔語を使い、⽣活し、⼈脈を広げることを経験し、⾃信が得られました。海外での⽣活経
験から、将来の選択肢は確実に広がり、勉学に励むモチベーションにもなりました。また、学問の⾯では、留学先の
学部（ADM）は美⼤なような場所で、制作する機会が多く、これまで芸⼯で培った学をたくさんアプトプットするこ
とができました。アニメーションなどの実践的制作スキルを⾝についたので、4年時の卒業制作・研究に存分に役⽴
てたいです。

②課題
脚本の授業で⾃分の英語がまだまだ⾜りないことを実感しました。友⼈との遊びなどの会話では私の英語でも事
⾜りましたが、授業でプレゼンしたりエッセイを書いたりする場⾯では私の英語は稚拙で、授業のたびに英語ネイティ
ブの⽣徒と⽐べてしまい悔しい思いをしました。海外で働く将来もあるかもしれないので、アカデミックな場⾯やビジ
ネスの場⾯でも通⽤する英語⼒を⾝に付けていきたいと思います。

⽇本への主な通信⼿段について (複数回答可)
　　☑E-メール  ☑電話　 □SNS　□スカイプ等無料通話サービス
・お薦めできる⽇本への通信⽅法はありますか。

治安状況（学外）

渡航先の治安は
　（□⽇本より良い 　☑⽇本と変わらない 　□⽇本より悪い 　□⽇本よりかなり悪い）
・特に近づかない⽅がよいと感じた地区や場所はありましたか。
どこでも安全。
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